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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 高齢老被裂脳動脈瘤の特徴を明らかにし，治療方針

の決定に役立たせる．

 方法

 破裂脳動脈瘤1，094例中，65歳以上の200症例（高齢

群）を対象とし，65歳未満の若年群200例をコントロー

ルとして，両老の間の相違点を検討した．

 結果及び考察

 1）破裂脳動脈瘤は，年齢が長ずるにつれて女性の

占める割合が多くなり，65歳以上の症例では18．5％を

占めた．高齢群の20％が多発性で，若年群の15．5％よ

りやや多かった．2） 動脈瘤破裂後48時間以内の早期

手術のmortalityは高齢群32．3％で，若年群の6．4％よ

り有意に高かった．脳内血腫を伴わず，15日以後に手

術した症例は，若年群と同様に予後が良好であった．

3）術前に，局所神経症状を示さない軽症例（Huntの

Grade I， II）は，クリッピングにより若年群で89％，

高齢群でも63％が自立可能な状態となった．4） 良好

な予後を期待できる年齢の上限は69歳，Huntの

GradeではIIIであった．7G歳以上でGradeの高い重症

例では，根治手術後に自立可能となったのは，11％に

すぎなかった．5）症候性脳血管攣縮は，高齢群でも

若年群と同程度にみられ，予後不良の原因となってい

た，6） 症候性の水頭症は，高齢群の50％に発生し，

若年群の24％より有意に高かった．高齢群では，痴呆

や長期臥床をさけるために髄液のコントロールが特に

必要であることを示す．7）高齢群では，術後の心，

肺，腎などの偶発合併症が致命的となりやすい．8）65

歳以上の死亡率は，外科治療で38％，保存療法で68％

であった．

 結論

 高齢者では，脳動脈瘤の破裂後，若年群と同程度に

脳血管攣縮を生じ，より高頻度に水頭症を発生し，術

後の偶発合併症が致命的であった．術後の予後が良好

なのは，69歳以下で，重症度がHuntのGrade IIIより

よいもの，手術時期では，晩期施行例である．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，65歳以上の高齢者脳動脈瘤破裂症例では65歳未満のものと比較して，同程度に脳血管蛮

縮を生じ，より高頻度に水頭症を発生し，くも膜下出血自体よりも術後の偶発合併症が致命的である

こと，また，術後の予後は，69歳以下，HuntのGrade IIIより軽症のもの，待機晩期手術例で良いこ

と，を示したもので，高齢者脳動脈瘤破裂の治療方針の決定に重要な示唆を与える価値の高い論文で

ある．
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